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～ 一人暮らし高齢者の集い ～
踊りや歌の楽しいステージに笑顔がいっぱい。
「施設等へのボランティアは600回近くになりました。」
皆さんの喜んだ顔が何より嬉しいです。

～博愛荘ボランティア～
「利用者の皆さんと一緒に歌うのがとても楽し
いです。メンバーが集まってわいわいと練習す
るのも楽しみの一つです。」

『Ｙｏｕ－Ｍｅゆいっこ』作業所見学体験
「まちがわないように箱詰めするのが

とても緊張しました」

障
が
い
を
持
つ
持
た
な
い
に
か
か
わ
ら
ず
、
だ
れ
も

が
心
豊
か
に
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り

を
め
ざ
し
て
、「
第
三
十
四
回
矢
巾
町
ふ
れ
あ
い
広
場
」

が
九
月
六
日
（
土
）
さ
わ
や
か
ハ
ウ
ス
駐
車
場
を
会
場

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

元
気
い
っ
ぱ
い
ジ
ュ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
探
検
隊
の

開
会
宣
言
。
ハ
ー
ト
フ
ル
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
復
興
シ
ン

ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
光
（
ひ
か
る
）
さ
ん
、
不
動
保

育
園
の
皆
さ
ん
、
ア
カ
ペ
ラ
サ
ー
ク
ル
ぼ
っ
こ
さ
ん
、

藤
沢
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
会
場
一
体
と

な
っ
て
盛
り
上
が
っ
た
ふ
れ
あ
い
の
ど
自
慢
、
最
後
は

「
花
は
咲
く
♪
」
の
手
話
ソ
ン
グ
で
フ
ィ
ナ
ー
レ
。

　

会
場
内
に
は
「
馬
っ
こ
パ
ー
ク
い
わ
て
」
の
馬
も
登

場
し
、
動
物
と
の
ふ
れ
あ
い
に
大
人
も
子
ど
も
も
大
喜

び
で
し
た
。
恒
例
の
町
内
外
の
施
設
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
の
ふ
れ
あ
い
屋
台
も
大
盛
況
。

　

今
年
の
ふ
れ
あ
い
広
場
で
は
、
東
日
本
大
震
災
応
援

に
加
え
て
八
月
の
大
雨
災
害
を
受
け
て
「
広
島
県
義
援

金
」
の
協
力
も
呼
び
か
け
ま
し
た
。
会
場
内
の
募
金
箱

や
復
興
バ
ザ
ー
等
の
売
り
上
げ
か
ら
東
日
本
大
震
災
義

援
金
と
し
て
五
万
九
千
百
六
十
五
円
、
ま
た
広
島
県
大

雨
災
害
義
援
金
と
し
て
四
万
五
千
百
四
十
一
円
を
岩
手

県
共
同
募
金
会
を
通
し
て
贈
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
を
始
め
、
た
く
さ
ん
の
方
々

の
元
気
と
優
し
さ
が
結
集
し
た
ふ
れ
あ
い
広
場
で
し
た
。

皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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聴く人の心に心地よく入ってくる優しい歌声
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アカペラサークル
Vocco（ぼっこ）の皆さん
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点字ブロックを歩きました。
「障害物にぶつかるとドキッとします。
点字ブロックは足の裏で感じました」

指揮に合わせて凛々しく演奏。呼吸はぴったり！

光（ひかる）さん不動保育園のみなさん

藤沢老人クラブの
皆さん橘若彦会の皆さん シルバーカラオケ教室の皆さん
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～矢巾町小学生と釜石市鵜住居児童館の
児童が花植えを通して交流しました～

社会福祉法人矢巾町社会福祉協議会
新役員・評議員紹介

任期満了に伴い、新たに役員、評議員が選任されました。当協議会の円滑かつ健全な事業運営
のためにご尽力をいただきます。

　

結
婚
五
十
周
年
を
迎

え
る
ご
夫
婦
の
節
目
を

祝
福
す
る
と
と
も
に
、

こ
れ
か
ら
の
ま
す
ま
す

の
ご
多
幸
を
祈
っ
て

「
金
婚
式
祝
賀
会
」
を

開
催
し
ま
す
。

金
婚
式
祝
賀
会
開
催
の
お
知
ら
せ

（任期 平成 26年 7月 1日～平成 28年 6月 30日）
※敬称略・太字は新任

役　職 氏　　名 選出母体
会　長 谷村　雄二 学識経験者
副会長 松木　　茂 保護司会
副会長 村松　　毅 民生児童委員協議会
常務理事 女鹿　春夫 副町長
理　事 藤原　義一 町議会議長
理　事 廣田　貴徳 民生児童委員協議会
理　事 山下由美子 民生児童委員協議会
理　事 廣田　　清 行政区長協議会
理　事 川村　　旭 老人クラブ連合会
理　事 川村　和子 母子寡婦福祉協会
理　事 廣田　直吉 身体障害者協議会
理　事 高橋　安子 連合婦人会
理　事 阿部　肇男 社会福祉法人役員
理　事 吉岡　幸子 ボランティア
理　事 川村　勝弘 生きがい推進課長
監　事 鎌田　健造 民生児童委員協議会
監　事 宮　　　香 更生保護女性の会
監　事 水本　紘一 学識経験者

●矢巾町社会福祉協議会役員
（任期　平成 26年 6月 1日～平成 28年 5月 31日）

※敬称略・太字は新任

氏　　名 選出母体 氏　　名 選出母体
斉藤　誠治 行政区長協議会 沼田けさ子 連合婦人会

笹森喜三郎 行政区長協議会 花田　　勝 身体障害者協議会

川村　貞三 老人クラブ連合会 佐藤　峯徳 身体障害者協議会

野中　源一 老人クラブ連合会 廣田サダ子 母子寡婦福祉協会

高橋　英子 老人クラブ連合会  女性部
藤原　千佳 母子寡婦福祉協会
高橋　義忠 遺族連合会

寺地　陽子 手をつなぐ親の会 吉田美知子 更生保護女性の会

鏑　　洋高 ＰＴＡ連絡協議会 種田　　勝 教育委員会

高舘　精記 保護司会 廣田タエ子 民生児童委員協議会

田口　和子 保育協議会 藤原　弘次 民生児童委員協議会

荒川ルミ子 青少年問題協議会 高橋　正子 民生児童委員協議会

吉田　彰宏 公民館連絡協議会 高橋トナミ 民生児童委員協議会

谷村清次郎 社会福祉施設 北田　利子 民生児童委員協議会

高橋　　徹 コミュニティ会長
連絡協議会

菅原　純子 民生児童委員協議会
菊池　忠雄 学校長会

小泉　睦子 ボランティア団体 佐藤喜美子 学識・福祉経験者

細川トア子 連合婦人会

●矢巾町社会福祉協議会評議員

　8月の大雨災害で甚大な被
害を受けた広島県へ贈るため
に募金箱を設置し町民の皆さ
まにご協力をいただきまし
た。募金は岩手県共同募金会
を通して広島県へ贈られま
す。大変ありがとうございま
した。

 募金額 58,655 円
　（平成26年9月24日）　
※ふれあい広場分も含みます。

●
日
　
時

　
平
成
二
十
六
年
十
一
月
十
三
日
（
木
）

　
午
後
三
時
三
十
分
〜

●
場
　
所

　
れ
す
と
ら
ん
文
化

●
参
加
費

　
ご
夫
婦
で
一
万
円

●
対
象
と
な
る
方

　
昭
和
三
十
九
年
に
結
婚
さ
れ
た

　
ご
夫
婦

●
申
込
み
方
法

　
十
月
二
十
四
日
（
金
）
ま
で

に
矢
巾
町
社
会
福
祉
協
議
会

窓
口
ま
た
は
お
電
話
で
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。（
六
一
一
―

二
八
四
〇
）

※
事
情
に
よ
り
昨
年
参
加
で
き

な
か
っ
た
ご
夫
婦
も
申
込
み
で

き
ま
す
。

広島県へ
　贈ります 第56回 岩手県身体障がい者福祉大会

賢治が愛した南昌山のふもと矢巾大会
　

平
成
二
十
六
年
七
月
十
一
日
（
金
）

田
園
ホ
ー
ル
に
て
、
第
五
十
六
回
岩
手

県
身
体
障
が
い
者
福
祉
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

式
典
、
漆
原
栄
美
子
氏
の
講
演
「
民

謡
は
心
の
ふ
る
さ
と
」、
議
事
を
終
え
、

障
が
い
者
福
祉
の
向
上
と
一
日
も
早
い

「
東
日
本
大
震
災
津
波
」
か
ら
の
復
興
を

願
い
、
障
が
い
者
団
体
、
会
員
と
の
連

携
の
も
と
、
一
致
団
結
す
る
こ
と
を
誓

い
ま
し
た
。

　

矢
巾
町
か
ら
は
、
身
体
障
害
者
相
談

員
や
身
体
障
害
者
協
議
会
役
員
を
経
て
、

現
在
は
手
話
活
動
・
要
約
筆
記
活
動
な

ど
広
く
社
会
福
祉
活
動
に
貢
献
さ
れ
た

佐
藤
喜
美
子
さ
ん
（
東
徳
田
）、
矢
巾
町

身
体
障
害
者
協
議
会
役
員
と
し
て
会
の

発
展
に
功
労
さ
れ
た
長
沼
福
治
さ
ん（
矢

次
）、
吉
田
フ
サ
子
さ
ん
（
藤
沢
）
の
三

人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

十
月
か
ら
全
国
一
斉
に
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運

動
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
赤
い
羽
根
共
同
募
金
は
、
高
齢
者
、
障
が

い
者
、
子
ど
も
た
ち
な
ど
へ
の
地
域
の
福
祉
活
動

を
支
援
す
る
募
金
で
す
。
寄
せ
ら
れ
た
募
金
の

七
〇
％
は
矢
巾
町
内
の
福
祉
活
動
に
使
わ
れ
ま
す
。

残
り
は
矢
巾
町
以
外
の
県
内
の
活
動
に
、
ま
た
「
災

害
準
備
金
」
と
し
て
積
み
立
て
ら
れ
、「
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
や
運
営
に
役
立
て

ら
れ
ま
す
。
昨
年
八
月
の
矢
巾
町
大
雨
災
害
時
の

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
共
同
募
金
会
災

害
支
援
助
成
金
を
受
け
て
運
営
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
も
こ
の
赤
い
羽
根
共
同
募
金
が
私
た

ち
の
福
祉
を
守
っ
て
き
た
大
切
な
資
金
で
あ
っ
た

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
地
域
で
活
か
さ
れ
る

募
金
と
し
て
今
後
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
赤
い
羽
根
共
同
募
金
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●赤い羽根共同募金
　　www.akaihane.or.jp

　

矢
巾
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
赤
い
羽
根
共
同

募
金
の
助
成
に
よ
り
、
思
い
や
り
の
心
育
成
事
業
と

し
て
、
町
内
の
保
育
園
、
幼
稚
園
、
小
中
学
校
、
高

等
学
校
の
福
祉
活
動
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

　

不
動
保
育
園
（
田
口
和
子
園
長
）
で
は
、
十
四
年

間
に
わ
た
り
介
護
老
人
保
健
施
設
敬
愛
荘
を
訪
問
し

歌
や
遊
技
を
披
露
、
交
流
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
「
小
さ
な
親
切
」
運
動
県
本
部
（
代
表
・

高
橋
真
裕
岩
手
銀
行
会
長
）
よ
り
「
小
さ
な
親
切
実

行
章
」
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ほ
か
の
高
齢
者
施
設
や
障
が
い
者
施
設
に
も
出
向

き
交
流
を
重
ね
て
い
ま
す
。
田
口
和
子
園
長
は
「
思

い
や
り
の
心
を
育
て
る
の
が
園
の
目
標
。
人
に
喜
ん

で
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
大
人
に
成
長
し
て
ほ
し

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

～『完全参加と平等』を実現しよう ～

じ
ぶ
ん
の
町
を
良
く
す
る
し
く
み

町
に
愛
を
。胸
に
羽
根
を
。

や
さ
し
い
心
、
大
き
く
育
て
！

 

◎
福
祉
協
力
校

  

（
保
育
園
・
幼
稚
園
）紹
介
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人権の花交流活動


